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1.本番は、誤松市下水遊部による下水道本管理設工事(平成12年護単強第82号階部処理分区枝線管

渠築渚工事(その 2))に先立ち、静岡県浜松市若林町・東若林野I地内〈車道若称101号線)で

実施した城山遺跡の発掘調査報告警察である。

2.城山遺跡の発掘調査誌、過去7凹行われている。今回の発揮講査は、下水道工事に先立って、提子・

擁子北遺跡発揮調査に続いて行われたものである。

3.調査期障現地発掘調査 2000年12月4日~同年12丹8日

整理・報告作業 20例年 1月~胃年3丹

4.調査師積約88m(6ヶ所， 1区23m'飽65m)

5.調査体制謂資担当者 鈴木敏期，鈴木靖(浜松市博物館)

檎助調査員 倉田晴巴(浜松市静物鎧)，熊谷洋子〈浜松市文北協会〉

6.鵡ままに係る費用誌、浜松市(教官委員会・下水道部)が負指した。

7.本書に保る整理作業は，倉田晴日，熊谷洋子が行った。また建物のヰ真撮態と執筆は，鈴木教則

が行った。

8.調査に係る諸記録主主び出士遺物は，誕松市静物館が謀管している。

凡

1.標高{産は全て海抜を訴す。

2.議査区の設置出し辻既蒋建造物から。
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1 .調査経過

浜松市で法下水道事業計画に基づいて，下水道管場設工事を行っている。南伊場町と西伊場町地内

のJR東進誤松工場西棋と治う市道では，同94・1997年農に工事が行われ，その工事に先立ち梶子・

梶子北遺跡の発掘調査が行われた。そして今問許題された工事産法，閉じ市道の高欄(若林町・

林町地内)にあたる。この工事区は，城山遺跡を南北に縦顕するもので患った。

そこで，浜松市教育委員会と工事の施工主体である下水道部建設諜との関で，理議文記慰の議り扱

いi二ついて協議された。その結果，遺跡を傷つけないために，開削工事を極力やめて，遺構輯よりも

諜い金量に横位から管を打ち込む推進室工法で下水管埋設を行うこととなった。それでも工事を進める

ためにやむを簿ず機関する試握掘りやマンホ…ルの立孔については，工事計聞と合わせて，また必要

経費誌下水道部が負担することで，調査をうこととなった。工事施工業者が株式会社水野組に決ま

ったことから，調査日程や方法など具体的な持ち合わせを2000年11丹17日に行い， 12月早々に

計画に合わせて発拠調査を行うことになった。

調査をした場所は，第 1図に示した6ヶ所である。議査区の名称は， ~仁志\ ;0)"，舎グリッドと名付

けた。 2000年12月4日に①グリッドの発掘調査を，同 68に②グリッド，開 78に窃~若手グワッド，

再8日に争グリッドの立ち合い調査を行った。潰物が出土し平岡調査をしたのは，①グリッドぬ 1ヶ

務だけである。抱では土層断面の観繋を行ったが，③グリッドでは比較的浅い位置で基盤砂鰭を認め

たが，結の争・舎~舎グリッドでは，議抵でも地表下 2mまでは瀧去に行われた上下水滋の工事によ

り撹乱を受けていた。主主お土層の堆積状祝悲観察するむに参考となる提子・梶子北遺跡での成果 (A

'" H)と城山遺跡での成果 (a) 1図i之討加した。また第 1諮のA--Eグリッドは，下水道工事

に伴って1994年に行われた調査区である。

遺跡名 調資名称 調査期間(現地) 面積 際 菌 調資主体

(発見) 1949"ド8月 (ポ リングによる探査) 、，ー 自ノ相

i 1 次 1949年12R1日"'12月108 イ試掘調資 (関学院大学〉

2 次 1977年11月188"'12月268約 400ni 竣ft工事に先立つ範囲確認調査 可美村教育委員会

3 次
198C年1月8 日-3月30日約1，C87CC0DDrぱrryff 埋埋遊戯立立場工工事事建設

百H疑村教育委員会

械山 跡 4 次 1980年7R幻自"-'9月238I結 iiJ美村教育委員会

5 次 1992年4"-'6R・11月;約 i (財)浜松市文化協会

6 次 1995年8月1日-11月308約1，400ni 社提寮襲撃設工事 〈獄〉浜松市文詑議会

7 次 1999年1月初日-3月25日約1，340ni 新幹線検修康新設工事 (財)浜松市文誌協会

市下水 2000年12月4日"-'8日 約 88ぱ 浜松市下水道工事 浜松市教育委員会

参i梶子遺跡 市下水 1994年四月"-'1995年1月 約 31ni 浜松市下水道工事 浜松市教育委員会

考i梶刊と遺鋳 市下水 1997年12J:i1 8 """12月10日約 91ぱ i浜松市下水道工事(立合調査)浜松市教育委員会

第 1表域UI遺誌発露露査一葉表

選勝名 調査名称 発 fT 者 発行年・Ri 題 名

1 次 浜松市役所 19 場遺跡2冨学龍太学伊場議跡調変隊編

2 次 可3農村教育委員会 1978 f浜名郡可美村域UJ遺跡範態様器調査機報i

3・4次 首I美村教管磐員会 1981・3 『城山遺跡発掘調査報告義3

械山遺跡 5 次 (財)浜松市文化協会 1993・12 『城山遺跡V~

6 次 (財)浜松市文化協会 1997・3 『城山遺跡羽

7 次 (財)浜松市文化協会 2000・3 『城山遺跡咽

市下水 浜松市教育委員会 2001・3 f城山遺跡(市下水)J 

〈参考〉梶子遺跡 市下水 浜訟布教事草委員会 i 1997事 5 f梶子遺跡(その2)J 

鱗2表峨出遺跡関係報告書一覧表
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第 1図 下水道嘗埋設に伴う発議調査位置掴
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2.調査区の位慣と膳位

下水道管理設工事は，まさに域UJ遺欝を講北に雛断するばかりでなく，北から梶子北遺跡・梶子遺

跡を南北に長く縦断するもので、あった。地静的には，様子北遺擦の北半〈現雄踏務議周辺)が第 1砂丘，

城山遺跡が存在する所が第 2 砂丘であることから，砂堤~J関謹地を雛護者するもの る。なお今回

調査した①グリッドは樋地から砂丘に移行する所，@・@グリッドは紗互の高まりが存在する所，告

~舎は第2砂丘の南に広がる器地にあたると考えられる所である。

なお第2図D'E'Fグリッドの基盤の砂騎もしくは包含層の高さを他のグリッドと比べてもらうと，

やや高くなっている。これは砂堤列間器地 11の洪水砂が約3000年前に流入したもので，この

洪水砂層の上に穣予選欝が立壊している。またB・Cグリッドでは，伊場灘跡から延びている大溝(い

わゆる伊場大溝〉がちょうど確認された。 1"'"鴇!議としている層は，伊場議勝や梶子遺跡 9次A調査

区での層住と金く同じであった。

弥生時代中~後期の包含層D膚は，①グワッドでも確認されたが，安定的に存在し，しかも土器そ

多く含むのはA ・D'Gグリッドである。ぞれ以外の所では，遺物の蒋在はわずかである。 Aグワッ

ドは当時の水田域， Dグリッドは集落域， Gグリッドは!日河道(梶子大溝)である。

奈良時代~平安時代初めの告含崩であるN.Y層は，①グリッドでも確認されたが，厚く堆積した

ものではない。 N.Y謹は，伊場大溝のB・Cグリッドと梶子北遺跡の旧河道部Gグリッドではj嘆く，

それ以外の所ではわずかな厚さでしかない。

3.調査の成果

ヨ〉グリッドは第2砂丘の北側，つまり砂丘北端から広がる砂場列間滋地へ移重きする頴斜苦言分にあたる。

調査廷内での砂丘の高さは，南側で機鴎1.5mに及んでいる。北側での砂託の高さは，標高0.5m惑と下

田っており，さもに砂丘斜面北端は中近世の溝で切断されている。

麗f立は，上かち上アスフアルト 2.砂醸の山土による盛土鱒 3.褐色砂層(中近世の盛土潤で，

耕倖された鱒)， 4.夜色砂麗で訳語結土が謡乙る層〈中挫の溝)， 5.暗灰色砂層 (7"-'8世紀の

土器を合む)， 6.黒灰色粘葉土}欝〈掲iまど砂嚢が強い)， 7.議褐色粘鷺有機黄土周(伊場N'Y

層相当)， 8.黒褐色粘土層(弥全信念麗伊場D屠)， 9.謀議色有議案土麗(弥生中期方形開講墓

溝SD01の覆土)， 10. 明灰補色砂層(砂丘砂)である。

グリッドの北半分には， 7・8腐とした砂堤列間撮地もしくは伊場大溝の堆積欝に近留した麗{立が

確認された。標高も， 8罵下の基盤砂層上聞が+50cmを下闘っている。

検出された遺講誌，号本生時代中期方形周溝墓の西側の溝と考えられる SDOl， 7世紀代の柱穴と考

えられる SP01，中世〈戦器時代)の溝SD02がある。

SD01拭南北に長い溝で，方影用韓基の西棋の講と考えちれる。覆土は， 81欝と同じ伊場D層に相

当するものであるが，やや有機嬢が強いものである。こり溝からは，第4留1に示した中真夏昨生土器

讃が出土した。体部中央で割れ，下半部が北，上半欝が構鎮で，それぞれ接して出土した。土亘で割

れたのではなく，盛土部から転落した時に蔀れたように見える。

S P01は，明瞭な掘り方を思し，暗茶褐色土を覆土とした柱穴と考えられる穴である。この穴から誌，

第役割10に示す7世紀代のご同市器饗口融部片が出土した。

3 
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SD02は，グリッドの北端で検出された溝である。グリッド内では遺構の下端を確認できなかった

ことかち，漂さは揮識で15α裂を下語ると考えられる。方向は，東西よりやや南東…北西に振れている。

g世紀以前の包含麓である 7・8麗を窃顕して携われた溝で，砂膚を覆土としていたこと，またカワ

ラケ(第4図13・15)と播り鉢(16)などが出土したことかち，戦居時弐の溝と考えられる。
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4. 出土遺物

出土遺物は，第4閣に図示した土器類だけでおる。

1は，方形周溝墓溝SD01から出土した完全に復元できた壷である。丸味をもっ体部にゆるやか

記外反する単純日綾部がつく。頚部は折れずヨ替部付近では少し内湾気味に作られている。底部は

平識で，制欝下半に弱いながら稜をもっ。体部外聞にはハケが施され，層部はそれがナデ請され，文

様が擁されている。構描讃練文で区画された問に，樺描斜格子文が入れられている。体部内面は下半

ζヨコハケ，上半に板ナヂ調整が施されている。また鎖部はナデ，口唇部内外援はヨコナヂが施され

ている。時期はプロポーションと文様から見て，中期後葉の新段階に位置{寸けられる。土器様式名では，

叡称角江様式の後半，もしくは自岩様式新段階ζ比定される。

2 ~ま，丹孔透かしをもっ弥生時代後期前半の高坪の脚部下半である。外面はハケの後ナデ，内面は

ハケが施されている。

3"'-' 9 ~ま須藤器， 10"'-'12は土師器である。

3 ~ま， 7世紀中葉の須臓器坪身のま部もしくは坪藁の天井部の破片である。図では坪身としている。

4は， 8t詮記前半の須恵器部議〈摘み藁)の口鞍部である。日縁部は，下に明績に折られている。 5は，

8世記後半の須恵器坪譲(摘み蓋〉である。日縁惑は折れが弱く，新詣形が三角形に近い。天井擦を

欠くが，替の高い小型の窓珠影摘みが伴うと考えられる。§は， 8世紀後半以障の碗形の無台部身の

口縁部である。れま 7'"'-'8世紀の須恵器饗口縁部であり，沈線と機事i突文が擁されている。 8は，

§世紀代の須恵器饗体部破片で，内面には関心円叩悶，外商には擬格子叩自が見られる。§比須恵

器の饗体部破片で，外揺は平行叩目，内語はナデ消し欝整が施されている。これは 7控紀以降の製

品である。

10は， S P01から出土した土師器費である。鎖部からゆるやかに外反する口縁部で，日韓部はよ

に少し突出している。口融部はヨコナデ，外臨は頚部以下をタテハケ，内面はヨコハケで調整されて

いる。これはブロポ…ションから， 7世紀代の長目|母繋と考えられる。 11と12は， 7'"'-'8t詮記代の土

師器警の体部破片で~る。

13'"'-'15は，中粧のカワラケであり， 13と15はSD02かち出土した。 3点とも口クロ成形のカワラ

ケであるが， 13は口径12.6αnと大型， 14と15は日諮問αn前後と小型である。 13の外部には，円形東i

突文が施されている。このように施文されたカワラケは，域出遺軍事5次B調査誌からも出土している。

15の底部には，静止糸切ち痕が認められる。

16は，戦国時代の揺り鉢の破片である。内面には，櫛描状の撞り目が認められる。

以上出土遺物には，弥生時代中期後葉，間後期前半， 6世紀(古墳時代後期)， 7'"'-'8世紀(飛鳥

~議良時代)， 15--16世紀(中世〉のものが符在した。

6-
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5.まとめ

a.弥生時代の方形周溝墓

今回の@グリッドか弘方形罵溝墓の晋棋jの溝と考えられる SD01が検出された。またこの溝から，

ほぽ完形の中期弊生土器蜜が出土したe 畿内第N犠式の後半に並行する時期の土器であることから，

中期後葉(新段階〉に擁護された方形購講義で為ることが判明した。以下，城出遺跡及び周辺で検出

された方形周溝墓について，まとめておく。

城山 5次A …方形周溝墓 1基 ? 弥生中期後葉(新〉もしくは後期後半?

竣山 5次B 一方形用溝墓2基以上弥生中期後葉(古)

域出 7次 一方形周溝墓2基 ? 都生中期後葉(古)

議出下水舎一方第罵講墓 1基 格生中期後葉(新)

梶子6次 …方形罵溝墓2'"'-'3幕議:生議嬢諒半

梶子8次B 一方形周溝墓 1基 幹生後期前半

梶子北 一方形周溝墓2基 弥生中期中葉・後葉(古〉

梶子北・中村一方形周溝墓数十議 祢生中期中葉~後葉(新)

伊場 一方形周講墓 5基以上弥生後期前半

〈号グワッドのすぐ南側は，域出遺跡S次B調査区である。ここからも数基の方形周溝纂が確認され，

中期後葉でもやや古轄と考えられる土器を指土している。また100mほと、南西で行った 7次調査区か

らも，方形周溝纂にえ主りそうえま溝を議認している。この 7次調査区は，①グリッドとは逆立商側の湿

地へ移行する傾斜地に存在するo 時期は出土土器から見て，中期後葉で誌やや古轄を議するものであ

った。城山溜跡が存在する第2砂丘上には，弥生時弐中期後棄に第5・6図に示すごとく，広く方形

周溝蓋群が形成されていたと考えられる。

中顛の方形周溝纂は，誠山遺跡の他に，北方に位置する桝子北‘中村遺跡でも多く検出されている。

現在発掘諜索中でまだ整理が進んでいないため，正確な基数までは記述することはで殺ないが，梶子

iヒ遺跡1次調査区〈浜松茜高較援下交遊点〉あたりを中心に，東西数百mを越えて基域(方形周溝墓群)

が形成されていることが判明した。

時期は中期中葉の瓜郷様式に遡るものが数基存在するものの，多くは中期譲葉(設設鞍〉に位置討

けられる。後葉の新段階に降るものも存在するが，後期の関は 1伊jも確認されていない。

後期前半の倒は，梶子遺跡6次調査区で2"'3碁 8次A調査区(環諜外来側)で 1基が検出され

ている。また伊場遺跨では，環織内北側と環濠外西側に 2"'"'3基ずつが検出されている。後期後半は

伊場・穂子輩跨の集落が最盛期を迎えている時躍だけに，検出された数が全体で10基前後ではあまり

にも少なすぎるe なお後期の方影麹溝墓は，遺芸事の北方に位寵する三方照合地縁辺部に存在していた

可能性を考慮しておく必要があろう。しかし既に開発され，残念ながらそれを確認することはできない。

方形周溝幕とは別に，土横群が梶子北遺跡で300~義以上検出された。土壌誌灰色粘土と黒色粘土が

ブロック状に堆積していることから，掘った後，漉ちに壇め戻されたものと考えちれる。こうした状

涜から，土壌の性捧は墓と推定しているが，人骨や剛葬品吾出土するなどの確誕を持ているわけでは

ない。また年代についても全くと雪って良いほど土器を伴っておらず，iE確な年代を確定するまでに

は護っていない。上麗に容在する水田の年代から，土横の年代を弥生時代後期前半と推定しているに

i騒ぎない。

s 



ところでこのような土墳は，城山遺跡から東南東に1，200"-'1， 300m離れた鳥居松遺跡でも発見され

ている。この遺跡では，梶子北遺跡のようなブロック状の覆土を持つ士墳と，水平(レンズ状)堆積

の覆土を持つものの両者が存在した。後者は堆積状況から，掘った後そのまま自然に埋もれたと推定

されるもので，これらには土器を伴う。この土壌の年代は，出土土器からほとんどが後期前半であるが，

わずかに後半に及ぶものがある。前者の土壌は梶子北遺跡と同様に，遺物を伴っていない。年代は層

位から，梶子北遺跡と同じ後期前半と考えられている。

ブロック堆積の土墳を墓と考えるのであれば，梶子北遺跡の土墳の被葬者は，南に広がる梶子遺跡

の居住者となろう。集落の周辺には，方形周溝墓群とは別に，こうした土壌群だけで構成される墓域

が広く存在したことになる。
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b.伊場周辺の弥生時代集落

南部議岸地域で，弥生集落が成立するのは中期中灘であり，舞阪町大山遺跡，棋松市角江遺跡，同

様子・提子北遺跨が知もれている。さらに天毒剤平野には，将監名遺跡が存在する。揖子・梶子北遺

掛での集落域は，梶子議跡の北東部 (6・S次擁護謀〉と梶子北遺跡(1次調護区北側〉の第 1砂丘

部である。ともに環擁らしい溝が検出されているが，住賠跨と言える薙実な倒は発見されていない。

現在，雄踏街道の拡幡に伴って行われている発掘調査では，第 1砂丘惑に中期中葉~後葉〈古段障者〉

の方形周溝墓が密集して認められた。拡幅部分より北側にも，ゆるやかな傾斜地がかなち存在してい

ることから，墓域の他に集器本体も存在していた可能性がある。今後の調査の灘展に，期待したい。

中罵後葉の住居監察は，梶子北遺跡の東側に蛇鍛ずる中村遺跡において 1軒分が検出されているに過

ぎない。この住居鋳誌，誤松事志蔀呂田Iの中平濃跡と同じく楕円形の平副プランをもったもので，床

霞中央に炉跡が存在し花。なお，域出遺跨s次鍵査では人工の溝 1条が発見され，覆土から土器の他，

磨製石簸，剣形木製品が出土した。今回の下水道敷設に律う@グリッドよりも北む位置する 8次輯査

区周辺には，中期後織の水田が広がっていたようである。

後期の伊場様式の段階になると，遺跡の誌がりは著しい。まず伊場藤勝では，環濠の握書IJが開始さ

れる。伊場遺跡には3条の環濠があり，最初に掘られたのは内側で， )1顕次外視.~のものが掘られたよう

である。伊場選勝より少し還れて，梶子遺跡においても 1重の膿識が掘られた。伊場遺跡の環識は，

内法で産経約100mで諜形を呈している。擁予選跡の場合は，調査耐械の関係ではっきりしないが，

環譲の大きさ誌東部400m，高~t100m鳴であったと推定される。いずれの環濃内にも，掘立柱建物

跡は存在するが，竪穴住居跡は見あたらない。誕地でおったために擁立校構造の建物を住居にしてい

たのか，後t肢の捌向日により竪穴住居の掘り方が消失したのかははっきりしない。また梶子遺跡8次調

査区の南西一帯や4次調査区の北側にも，構や多くの土器が検出されていることから，集落域誌桜子

遺掛のほぼ全域に広がっていたと考えられる。さらに域山遺跡5次A鋼査区や同6次調査証・構子立

遺耕三永地区でも，少ないながら伊場式土器が発見されているし，繭ガの鳥措松遺跡・畷東遺跡むも

当惑の遺構が検出されている。後期における集落の拡大化と小集部の嫡加は，遠江において事事しい。

弥生時代後期後半，欠u1様式の段階になると状況は一変する。伊場・城山・梶子遺跡周辺は旧砂丘

部を捨き，伊場遺跡での調査でC麗と呼んだ灰膏色の粘土震に覆われる。これはこの地が，榔避をに伴

う湿潤化の結果と度重なる洪水のため，賠設には不適当な環境となったことを示している。このC層

中から，伊場遺跡や梶子遺跡 (8次B欄還を誌〉などで辻欠山式土器が出土した。この麗はそめ後，水

田として耕作された層である(梶子9次・提子北)。

梶子北漉膝では， C層及びその下部の黒色士を耕作土とした水間跡が発見された。さら立この本国も，

後記C鱒と磯われてしまう。大小の階部卒により整然と区閥された梶子北遺跡の水田跡は，に弥生持

代後期後半に営まれたものと推定される。水田覆土からは，古壌時代前期の土器が検出されているこ

とから，前期のある時期に発生した謀本に倖う泥土により，この地での本田経営が不可能になったも

のと考えられる。よってC損ね堆積は 3"'-'4世紀にわたってなされたと考えちれる。

伊場・城山・梶子遺跡には，これといった存生時代後期後半かち古壌持弐爵期の遺講は検出されて

いないが，遺物は各地で散見する。今問の調査区の西方にある誠山遺跡7次識変箆でも，包含震から

は比較的まとまって当期の士器が出土した。古墳時代前期の遺構がこの周辺で確認されているのは，

擁子北遺範幸の北側砂丘部の高まりだ、けである。遺構は，砂庇の南縁に沿って掘られた溝と方壊である。

しかし懇穴住罵鯵などは発見されておらず，集落の実態は明らかではない。
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このように第1と第2砂丘の間の湿地において人が住めない状況は，古墳時代中期後半 (5世紀中頃)

までは続いたようである。

c.古代の敷智郡街

7世紀になると，各地で遺構が検出され，遺物が出土するようになる。伊場大溝での遺物の出土数は，

おびただしいものがある。 7世紀前半代の集落は，城山遺跡から伊場遺跡の西側に中心があったよう

である。城山遺跡 5次B調査区では竪穴住居跡 1軒，今回の調査区(①グリッド)でも，当期の掘立

柱建物の住穴SP01を検出している。そして①グリッド西方の城山遺跡7次調査区では7世紀末葉~

8世紀初頭の竪穴式住居跡数軒分を検出したし，城山遺跡 5次A調査区と梶子遺跡9次B調査区では

掘立柱建物群を検出した。後に郡衝となる有力な集落が，伊場遺跡から城山遺跡にかけて形成されて

いたものと推定される。

8世紀になると伊場遺跡西部地区において，掘立住建物群が存在するようになる。それに対し，周

辺部である村西遺跡や梶子北遺跡(第 1砂丘面=三永地区)においては，竪穴住居跡が存在する。郡

衝を支えていた人々の住居と推定される。伊場遺跡で検出された建物は，掘立住建物群で構成されて

いるが，コの字形や口の字形を呈するなど計画的に配列されたものではない。伊場遺跡の掘立柱建物

群は，郡衝に付随する駅家かもしくは厨の雑舎と考えられている。

敷智郡街の中心は，現在唐三彩や金銅製の鋳帯金具など優れた遺物を出土した城山遺跡の中にある

と考えられている。しかし現状では，明確に郡街建物と言えるものは何一つ確認されていない。

郡街関連遺構の広がりは，南東では森田町九反田遺跡まで及んでいる。この遺跡では，伊場大溝の

北に接して瓦葺礎石建物の存在が明らかになった。また北は，梶子北遺跡の大溝北岸(第 1砂丘面)

において，九反田遺跡と同箔の丸瓦や鋳帯金具の他 r大領」と記された郡府木簡が出土した。大領

は郡衝の長官であることから，城山遺跡の他，梶子北遺跡の北側の第 1砂丘上に有力な村が存在した

可能性が出てきた。現在調査を進めている中村遺跡においても，大宝令施行以前の木簡が出土した。

9世紀になると伊場遺跡は表え，城山遺跡は最盛期を迎える。緑紬陶器やK14型式の灰紬陶器の出

土は，遠江においては目を見張るものがある。しかし城山遺跡では，今までの調査で郡衝に関わるよ

うな建物群は，残念ながら検出されていない。 4次調査で 2棟の掘立柱建物跡が発見されているが，

これは10世紀の建物で，小型である。

梶子北遺跡の南側では，コの字もしくは口の字形に配されたと推定される大型の掘立柱建物群が検

出され，話題を呼んだ。多くの墨書土器や緑紬陶器などの出土からして， 9--10世紀代の郡庁もしく

は館と推定される。古代郡街に関わる遺構は，周囲 1kmを越える広い範囲に存在し，しかも中心部分

が固定して存在していたわけではどうもないらしい。

※城山遺跡に関する報告書は第2表に記載

※伊場・梶子・梶子北・東野宮・村西・村東遺跡の報告書記載は省略する
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写真図版 3
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写真図版 4
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写真図版 5
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